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ミナーと、韓国海洋水産開発院（KMI）
等との第１回交流セミナーの開催に言
及した上で、湖と海岸の風光が明媚で
夜景も美しい江陵での開催について、
午前中の現地見学を含め、韓国側によ
る綿密な準備に対する謝意を表明した。
また、以下の５点について述べた。
・本日のセッションテーマである①「AI・

ビッグデータの活用」と②「高速鉄道と地域鉄道の関係」に
ついて、日本にとって重要なテーマであり、AI・ビッグデー
タの活用については、社会の各分野で近年努力しているが、
交通分野では理想的な進展に至らず、試行錯誤の状況であ
る。韓国と連携して世界のトップランナーになれるように
したい。

・1964年の東京オリンピックの10日前に東京・大阪間で
世界初の高速鉄道が開通し、それ以来、地域の持続的発展
と両立させるという課題に直面してきた。KOTIの研究員と
意見交換する中で、相互の問題意識を深めていければ有意
義である。

・今朝見学した都市情報センターは、交通に留まらず住民の
QOL（Quality of Life）の向上などにも上手に活用されて
いることに気づいた。自動運転バスの実証運行も体験し、
現地の取組みに接することが大事と実感した。

・KMI及び高麗大学海事法研究センター（KUMLC）と日本海
事センター（JMC）及びJTTRIとの間では、MOUを2024
年に締結して以来、交流が進んでおり、2026年４月に第
４回交流セミナーを日本で開催する予定である。KOTIとの
2026年のジョイントセミナーについては、東京以外での
開催要望もお聞きして、企画したい。

第20回日韓JTTRI/KOTIジョイントセミナーの開催
2025年11月27日

2025年11月27日午後、韓国交通研究院（KOTI）と当研
究所（JTTRI）との間で第20回日韓ジョイントセミナー「実
務的及び理想的なアプローチによるモビリティの変革」を開催
した。同セミナーは1993年以来、コロナ禍などの途中中断
期間もありながら、年１回程度の間隔で相互開催しているもの
で、前回の第19回セミナーは2024年11月に東京（JTTRI
会議室）で行われた。20回目となる今回は韓国東海岸の江陵

（Gangneung）での開催となり、KOTIからKIM院長はじめ
９名が、当研究所から宿利会長及び屋井所長を含む５名が参
加した。

会議では、「ビッグデータとAIの活用によるモビリティの革
新」と「高速鉄道回廊と地域鉄道」をテーマとして相互に研
究調査の発表を行うとともに、議論と今後の更なる研究協力
について意見交換を行った。

さらに、当日の午前中には、江陵都市情報センター及び自
動運転バスの現地見学会が行われた。次回は2026年、日本
で開催される予定である。

■開会挨拶
冒頭、KOTI KIM院長が、2024年の

東京開催にて日本の鉄道経営を学んだこ
とについて謝意を表し、2026年にITS 
World Congress開催が予定されてい
る江陵の地で、双方の研究者が ITS と
鉄道について知見を深め、有意義なセ
ミナーとなることへの期待を表明した。

続いて、JTTRI宿利会長が、20回目
という記念すべき日を迎えるKOTIとのジョイントセミナーの
歴史に触れ、2024年における東京での第19回ジョイントセ

KIM院長

会場の様子

宿利会長
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・KOTIとの交流の重要性は増しており、日韓だけでなくアジ
ア、ひいては世界の交通分野の発展に貢献していくことを
期待する。

■�セッション１「ビッグデータとAIの活用による	  
モビリティの革新」

◇発表
「韓国におけるビッグデータとAI及びそれらの活用」（原文は英語）
KOTI交通ビッグデータ・AI研究部 WON研究員

発表概要：①交通における日常業務と
機会として、混雑緩和、安全及び経済/
環境の命題を挙げ、Industry4.0 がこ
れらの命題に同時に対応することが期待
されていること、②交通システムの将来
を考えるに際して、Mobility-as-a-
Service（MaaS）を例に、ビッグデー
タとAIの活用可能性について触れた。
その上で、③モビリティのビッグデータとして、運行 GPS
データ、携帯電話ネットワークデータ及びスマートカードデー
タを挙げ、それぞれのデータ収集方法・定義・形式、データ
処理及び活用を紹介した。次に、④AI技術によるデータ収集
として、交通混雑測定、平均速度測定並びに人及び車両の動
きの把握と測定を紹介した。最後に、⑤韓国における活用と
して、コロナ時のモビリティと活動パターンの変化の把握、
雑踏混雑事故の抑制、モビリティ基調と多元的モビリティ指
標（大規模言語モデル（LLM）を使った人口合成、意思決定
支援）、世宗市からのデジタル・ツイン及びプライバシー保護
のために合成・再構成されたデータを紹介した。

◇発表
「日本のモビリティにおけるビッグデータとAIの活用」（原文は英語）
JTTRI 嶋倉主任研究員

発表概要：①前回までのジョイント
セミナーでJTTRIから発表した研究調
査結果のうちビックデータとAIに関係
する部分を整理して示し、②AIの活用
事例として、顔認証による無人化ゲー
トと航空機用コンテナへの手荷物積込
みの事例を紹介した。③ビックデータ
の活用事例として、交通系ICカード、
道路交通情報、バス利用情報及び携帯基地局情報の各活用事
例に加え、新たな航空管制の研究・開発を促進するために関係
データを研究者に提供している事例（CARATS）と、MaaS
の様々な主体・地域間の情報連携促進の事例を紹介した。④ビッ
クデータとAIの両方の活用事例として、物流全体の最適化を
目指した物流・商流データ基盤の構築とその効果、鉄道での
メンテナンスの効率化に向けた取組み、空港等での案内・受
付業務の遠隔化・AI化を目指した取組みを紹介した。最後に、

WON研究員

嶋倉主任研究員

⑤JTTRIが近年実施した、新しいモビリティ、高齢者移動手
段確保、自動運転の導入加速化及び持続可能な物流システム
の実現をテーマとする各研究調査から得た、ビッグデータと
AIに関する提言等を整理して紹介した。

◇質疑応答・自由討議
JTTRI藤﨑主席研究員・研究統括が、MaaSの利用者デー

タをビッグデータとして交通のサービス又は計画を改善した
事例が韓国であるか、を質問した。KOTI KIM研究員が、交
通のAIに関する専門家はどうあるべきかを質問し、嶋倉主任
研究員からは、基礎となるデータを行政などが研究者に提供
し、より良い解析や利用方法を研究・開発するべきではない
かと提案した。

続く自由討議では、KOTI KIM院長が、優れたデータが揃え
ば優れたAIを作ることができること、携帯電話のデータはほ
ぼすべての人の移動を把握できる汎用データであり、様々な活
用が考えられることと、KOTI は、携帯電話１社のデータを
KOTIサイトで現在公開しているが、韓国国内の携帯電話会社
３社のデータを統合して使えるように検討している旨を述べた。

■セッション２「高速鉄道回廊と地域鉄道」
◇発表

「交通革新のための大列車急行（Great Train Express：GTX）
プロジェクトの現状と今後の方向」（原文は英語）
KOTI 鉄道交通研究部 KIM副研究員

発表概要：①GTXプロジェクトの背
景に、鉄道交通に対する公衆の期待の
増加、大都市圏における通勤時間の削
減、中長距離移動需要の増加がある。
政策の方向性は、５地域３特別区域に
焦点を当てた国家の均衡ある発展、（地
域外での）国家的拠点を結ぶ高速鉄道
ネットワーク及び（地域内での）大都
市圏鉄道の拡張である。大都市圏鉄道が時速50km以上であ
るという特徴等に対して GTX の体制的コンセプトは、時速
80km以上であり、駅間距離は4km以上で、最も乗降客数が
多い駅から各駅までの平均所要時間が 30 分未満である。
②GTXの現状は、首都圏地域で第一段階の３プロジェクトか
ら第二段階で６プロジェクトに増え、首都圏以外の地域で、
４プロジェクトが計画又は進行中である。2024年以降順次
開通する首都圏地域におけるGTX-Aの効果は、地下鉄、高速
鉄道及びバスを含めた他の交通手段からの転移が起こってお
り、終端駅地域への人口流入が増加した。③GTXの主な課題
は、列車運行の線路容量上の制約、延伸及び追加駅開設への
地方政府からの要望、民間投資力を超える建設費増加による
整備の遅れ、である。④将来の方向性は、建設と運営の整合
性を考慮する鉄道運営システムの確立と、合理的な利用者ペ
イのプロジェクト手続きの改善である。

KIM副研究員
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◇発表
「日本の整備新幹線の並行在来線と地域公共交通計画との関係
に関する事例研究」（原文は英語）
JTTRI 伊達研究員

発表概要：①日本の高速鉄道である
新幹線は、1964年の東海道新幹線開
業以降、単なる輸送力増強だけでなく
国土の発展を意図してネットワークが
拡充されてきた。国鉄分割民営化以降
に整理された整備新幹線のスキームに
より、1997 年の北陸新幹線（高崎・
長野間）開業以降、原則として並行する在来線はJRから分離
され、第三セクターを基本とした地元自治体の参画により経
営されている。②新幹線整備に関連する地域鉄道の事例とし
て富山を紹介。富山市においては駅整備に併せ在来線を高架
化し、北部に伸びる支線をLRT化し、既存の路面電車網も拡
充してコンパクトシティを実現。また富山県内の並行在来線

「あいの風とやま鉄道」はダイヤ改善、新駅設置等で利用客数
を維持し、接続するJRローカル線の統合が決定するなどの積
極策を進めているが、競合する民鉄の「富山地方鉄道」では
存廃問題が議論されるなど、課題もある。③地域交通制度の革
新案（JTTRIが2025年６月に発表した提言、「運輸総研だよ
り」Vol.16 2025秋号P.4～掲載）の概要：日本の地域交通
事業を取り巻く情勢をふまえ、交通政策基本法に基づき、地
域交通の確保責任は自治体にあること、法定協議会や地域交
通計画の策定を義務化すること等を提言。

◇質疑応答・自由討議
これらの発表に対して、JTTRI屋井

所長が、GTX整備における脱炭素政策
の観点や、地元負担に関するスキーム
の整備状況等について質問したほか、
KOTI KIM 研究員が整備新幹線をはじ
めとした日本の鉄道事業における費用
対効果の評価や地元負担のあり方等に
ついて質問するなど、討論を行った。

伊達研究員

屋井所長

続く自由討議では、韓国の鉄道建設法（2004年公布）が
高速鉄道、広域鉄道等の定義を定め、鉄道建設費の分担等を
定める内容であることを確認した上で、JTTRI宿利会長が、
①国が中心に鉄道整備を進める韓国と日本との相違の背景を
理解するために、日本の鉄道の歴史について説明した。

また、②伊達研究員の発表において紹介された、並行在来
線のうちの、地元密着型のサービスを心がけている富山の好
事例について触れ、並行在来線の多くは、利用客が極めて少
ない中で、地元の自治体が費用負担をして、如何に維持する
かという問題に直面していること、JR貨物が並行在来線を使
用していることから、貨物鉄道を維持するために簡単に廃止
はできず、事実上国から助成を行いながら並行在来線を維持
していることを補足した。

■閉会挨拶
JTTRI屋井所長が、風光明媚な江陵での今回のKOTIによ

る開催に対する感謝の意を改めて表した上で、二つのセッシ
ョンで双方からの意義ある発表と議論を通じて、日韓の状況
についての理解が進んだことに加え、次の点を述べ、本日の
理解を基にした2026年の更なる議論への期待に触れつつ、
閉会挨拶をした。
・安全性要求が社会で高まる中で新技術等の導入に合意を形

成することの重要性を改めて認識した。
・日本の鉄道の歴史は古いが、一旦整備したら50年ないし

100年ぐらい走らせるという覚悟で、維持費を含めて意識
して進めることになる。その意味で、隣国の韓国で鉄道整
備を進めている状況に感銘を受けた。

・二つのセッションのテーマは、競合するものではなく、共
存し、一部融合して発展していくと、交通専門家がおそら
く考えている、よいテーマの組合せであった。
KOTIでは鉄道関係の計画、物流基本計画等多くの国の計画

の立案も行っているなどの特徴があり、日韓の違いを理解する
ことが大事であること、また、韓国の研究者が訪日して調査す
る機会が多いが、JTTRIとの定期交流を契機にして、個別案
件ごとの議論を行いつつ、人的ネットワークも拡大できるよ
う、更に情報交換を進めたいことを述べた。

左から　�後列：KIM主任研究員、KIM研究員、KIM副研究員、嶋倉主任研究員、WON研究員、伊達研究員	  
前列：CHUNG副研究員、KIM研究員、SHIN副院長、KIM院長、宿利会長、屋井所長、藤﨑主席研究員・研究統括
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■現地見学会
江陵市（人口約20万人）の都市情報センター（江陵市役所

内）を訪問し、次の説明内容を受けた。
国からの公募に応じて、江陵市は Intelligent Transport 

System（ITS）化の提案を行って支援を受け、防災センター
をスマート化して 24 時間司令員が常駐する同センターを
2020年に運営開始した。市内の信号（警察が運営）の情報
を集約し、信号情報（何秒後に青になるか、など）の政府ク
ラウド経由での自動車ナビゲーションサービスへの提供、緊
急車両を優先通行させるための信号調整、スマートカメラの
設置による方向別の車両通行情報のビッグデータ化、スマー
ト横断歩道（高齢歩行者を検知し、青信号を長くする）等の
取組みを行っており、市民向けの見学プログラムを用意して
いる。他の中小都市とも連携しつつ、全市ITS化を目指して
いる。このような取組みを PR して、江陵市は、2026 年
World ITS Congressの開催場所に選ばれた。

また、江陵アリーナから自動運転バス（無料運行で実証中）
の試乗を行った。現在は、緊急時に備えた要員も乗車してい
ること、将来は有料運行に移行する計画であるが、運行主体
は未定であること等の説明を受けた。

江陵都市情報センターの見学

自動運転バスの試乗

■現地モビリティ・観光事情の調査
○江陵市は韓国東海岸の北部に位置する。海辺のリゾート地

として夏は多くの観光客（１日当たり約10万人）が訪れる
ほか、2018年の平昌オリンピックでは、ソウルから直通
する高速鉄道（在来線直通タイプのKTX-Eum）用の整備
が行われた。

○江陵市から南隣の東海（Donghae）市にかけての鉄道線は
海岸沿いを走り、東海サンタ列車等観光列車も運行されて
いる。

○東海市北部の墨湖（Mukho）港では、古くからの斜面住宅
地が壁画村として再生されるなど、懐かしさと新しさが共
存する観光エリアとして整備されている。

〇ソウル周辺

江陵駅（改札無）における動線表示

正東津駅ホーム上の休憩室
（海岸展望椅子有）

レールバイク（正東津駅付近）
なお、鉄道本線は左の段差上

東海サンタ列車の
仕切付座席

「住宅地域です 静かにして下さい」表示斜面住宅地を観光地として再生・活用

KORAILソウル駅ホーム（右はKTX-Eum）

A'REX（空港連絡鉄道）ホームドア A'REX券売機
（クレジットカード対応）
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